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要旨

本稿は再帰的効用関数を持つMoney-in-Utility-Function(MIUF)モデルを

用いてインフレと経済成長の関係に焦点を当てている。時間選好率が資産の

関数であった場合，インフレと経済成長は正の相関（Mundell-Tobin効果）を

持つことが導かれる。また，資本市場がマーシャル的安定である場合，定常

状態が鞍点解となることが明らかにされる。この資産市場の安定条件は，線

形の生産関数と時間選好率の下では，ほとんどのケースで満たされているこ

とが数値計算で求められている。
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